








研究目的:周産期に集中治療を受ける子供達の中に、特に障害が重く、生きるために医療介

護を前提にする子供達がいる。在宅生活も転院の困難なこれらの子供達は NICU に長期入院

し、NICU 本来の急性期医療体制に障害を生じ、また当該児にとっても療育的・保育的な発

達援助を受ける機会がない状態のままになっている。 

そこで超重障児の概念を定義し、その課題について検討を加えることとした。 


